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第一部【企業情報】
第１【企業の概況】
１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

前第３四半期
累計期間

第66期
当第３四半期
累計期間

第65期
前第３四半期
会計期間

第66期
当第３四半期
会計期間

第65期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　10月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高（千円） 9,603,15110,141,0913,584,5463,639,10413,222,135

経常利益又は経常損失（△）
（千円）

△235,907△11,109 △46,604 21,790△117,008

四半期（当期）純損失（△）
（千円）

△219,981△111,623△43,163 △30,170△115,431

持分法を適用した場合の投資利
益（千円）

－ － － － －

資本金（千円） － － 1,236,1141,236,1141,236,114

発行済株式総数（株） － － 17,825,05017,825,05017,825,050

純資産額（千円） － － 10,101,61710,030,00410,220,923

総資産額（千円） － － 17,817,04317,435,42317,756,691

１株当たり純資産額（円） － － 587.21 583.06 594.15

１株当たり四半期（当期）純損
失金額（△）（円）

△12.79 △6.49 △2.51 △1.75 △6.71

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益金額（円）

－ － － － －

１株当たり配当額（円） 3.00 3.00 － － 6.00

自己資本比率（％） － － 56.7 57.5 57.6

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー（千円）

557,699 614,706 － － 772,849

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー（千円）

△1,086,757△113,405 － － △1,199,084

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー（千円）

288,657△55,670 － － 53,277

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円）

－ － 1,002,2011,315,274869,643

従業員数（人） － － 741 743 736

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ
いては記載しておりません。
２．売上高には消費税等は含まれておりません。
３．持分法を適用した場合の投資損益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。
４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載し
ておりません。
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２【事業の内容】
当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な
変更はありません。

 

３【関係会社の状況】
当第３四半期会計期間において、関係会社の状況の異動はありません。

 

４【従業員の状況】
(1) 提出会社の状況

（平成22年12月31日現在）

従業員数（人） 743　[186]

（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は[　]内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま
す。
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第２【事業の状況】
１【生産、受注及び販売の状況】

以下の各項目の記載金額には消費税等は含まれておりません。
 
(1) 生産実績

区分

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

一般商業印刷物
出版印刷物
包装印刷物

2,660,477
459,400
450,081

89.8
113.1
106.2

2,783,405
365,672
470,116

104.6
79.6
104.5

計 3,569,959 94.2 3,619,194 101.4
（注）金額は販売価格で表示しております。
 
(2) 受注実績
① 受注高

区分

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

一般商業印刷物
出版印刷物
包装印刷物

2,646,711
418,787
444,738

94.0
105.9
111.6

2,634,104
386,306
527,929

99.5
92.2
118.7

計 3,510,236 97.2 3,548,340 101.1
（注）金額は販売価格で表示しております。
 
② 受注残高

区分

前第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

一般商業印刷物
出版印刷物
包装印刷物

1,136,365
262,696
178,743

89.5
101.7
168.7

1,184,813
286,321
277,822

104.3
109.0
155.4

計 1,577,805 96.6 1,748,957 110.8
（注）金額は販売価格で表示しております。
 
(3) 販売実績

区分

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

一般商業印刷物
出版印刷物
包装印刷物

2,673,864
460,910
449,771

89.8
112.4
106.0

2,799,162
366,627
473,314

104.7
79.5
105.2

計 3,584,546 94.0 3,639,104 101.5
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２【事業等のリスク】
当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報
告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】
当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
(1) 業績の状況

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、世界経済の回復や各種経済対策等を背景に一部景気回復の兆
しが見られるものの、長期化する円高やデフレの進行、深刻な雇用情勢等の不安材料が先行き不透明感を払拭で
きず、景気の回復は力強さを欠いたまま推移いたしました。
印刷業界におきましても、紙媒体から電子媒体への移行に伴う需要の減少が進む中、同業者間の受注競争の激
化や企業の経費削減、広告宣伝費の抑制が続くなど、厳しい経営環境が続いております。
このような事業環境の中で当社は、「創業75周年『原点回帰の年』」を会社の年度方針として、改めて創業時
の精神に立ち返り、新市場や新規顧客の開拓、更なる深耕営業を推進し、生産性の向上とコスト低減により収益
の改善に努めてまいりました。
売上の部門別では、一般商業印刷物は、社内報・会報などが前第３四半期会計期間を下回ったものの、カタロ
グやダイレクトメールなどが前第３四半期会計期間を上回り27億99百万円（前年同期比4.7％増）、出版印刷物
は取扱説明書などが前第３四半期会計期間を下回り３億66百万円（同20.5％減）、包装印刷物はパッケージな
どが前第３四半期会計期間を上回り４億73百万円（同5.2％増）となりました。
以上の結果、売上高は36億39百万円（前年同期比1.5％増）、営業損失は６百万円（前年同期は営業損失89百
万円）、経常利益は21百万円（前年同期は経常損失46百万円）、四半期純損失は30百万円（前年同期は四半期純
損失43百万円）となりました。
 

(2) キャッシュ・フローの状況
当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、第２四半期会計期間末と比べて76
百万円増加し、当第３四半期会計期間末には13億15百万円となりました。
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
当第３四半期会計期間において営業活動により減少した資金は、89百万円（前年同期は37百万円の減少）と
なりました。これは主に営業収入で34億42百万円増加したものの、原材料の仕入・外注費の支出で17億29百万
円、人件費の支出で13億18百万円、立替金等の支出で２億66百万円それぞれ減少したこと等によるものでありま
す。
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
当第３四半期会計期間において投資活動により減少した資金は、20百万円（前年同期は10億53百万円の減
少）となりました。これは主に投資有価証券の売却及び償還による収入で13百万円増加したものの、定期預金の
預入による支出で21百万円、有形固定資産の取得による支出で17百万円それぞれ減少したこと等によるもので
あります。
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
当第３四半期会計期間において財務活動により増加した資金は、１億86百万円（前年同期は２億５百万円の
増加）となりました。これは主に短期借入金の返済による支出で２億30百万円減少したものの、短期借入れによ
る収入で３億円、長期借入れによる収入で２億円それぞれ増加したこと等によるものであります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。
 
(4) 研究開発活動

当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、16百万円であります。
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況
当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 
(2) 設備の新設、除却等の計画
当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ
ん。
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第４【提出会社の状況】
１【株式等の状況】
(1) 【株式の総数等】
①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成22年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,825,050 17,825,050
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）

単元株式数100株

計 17,825,050 17,825,050 － －
 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

－ 17,825,050 － 1,236,114 － 1,049,534

 
(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ
ん。
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(7) 【議決権の状況】
当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載
することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。
 
①【発行済株式】

（平成22年12月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（注１）

普通株式　　622,500 － －

完全議決権株式（その他）
（注２）

普通株式 17,199,800 171,998 －

単元未満株式 普通株式　　　2,750 － －

発行済株式総数 17,825,050 － －

総株主の議決権 － 171,998 －
（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、すべて当社所有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」欄の株式数には、株式会社証券保管振替機構名義の株式 1,100株が含まれ
ており、同欄の議決権の数には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数11個が含まれております。

 
②【自己株式等】

（平成22年12月31日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

サンメッセ株式会社
岐阜県大垣市久瀬川町
７丁目５番地の１

622,500 － 622,500 3.49

計 － 622,500 － 622,500 3.49
 

２【株価の推移】
【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高
（円）

420 407 395 400 388 385 365 367 380

最低
（円）

386 385 374 375 355 350 349 336 350

（注）最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、
それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

 

３【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】
１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令
第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。
前第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21
年４月１日から平成21年12月31日まで）は改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間
（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年
12月31日まで）は改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年10月１日から
平成21年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四
半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期
累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人
トーマツによる四半期レビューを受けております。

 
３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ
り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集
団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏し
いものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次の通りであります。

資産基準 0.9%

売上高基準 1.8%

利益基準 4.3%

利益剰余金基準 0.2%
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,386,274 919,643

受取手形及び売掛金 ※2
 3,370,108 3,525,318

有価証券 100,120 －

製品 82,210 94,840

仕掛品 363,354 252,824

原材料及び貯蔵品 103,442 84,510

繰延税金資産 91,000 132,000

その他 63,712 158,162

貸倒引当金 △83,703 △84,711

流動資産合計 5,476,519 5,082,588

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 2,245,536

※1
 2,345,889

機械及び装置（純額） ※1
 2,504,765

※1
 2,896,854

土地 3,832,737 3,832,737

その他（純額） ※1
 277,310

※1
 303,577

有形固定資産合計 8,860,351 9,379,059

無形固定資産 61,186 76,176

投資その他の資産

投資有価証券 2,107,608 2,249,734

繰延税金資産 712,000 759,000

その他 292,537 451,306

貸倒引当金 △74,778 △241,173

投資その他の資産合計 3,037,366 3,218,867

固定資産合計 11,958,904 12,674,103

資産合計 17,435,423 17,756,691
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,723,085 1,743,616

短期借入金 2,300,000 2,260,000

1年内返済予定の長期借入金 140,004 149,992

未払法人税等 14,000 16,000

賞与引当金 118,000 188,000

その他 751,015 646,768

流動負債合計 5,046,104 5,004,376

固定負債

長期借入金 153,338 87,510

退職給付引当金 1,774,675 2,022,923

役員退職慰労引当金 283,442 272,386

その他 147,859 148,571

固定負債合計 2,359,314 2,531,391

負債合計 7,405,419 7,535,768

純資産の部

株主資本

資本金 1,236,114 1,236,114

資本剰余金 1,049,534 1,049,534

利益剰余金 7,884,069 8,098,907

自己株式 △405,236 △405,195

株主資本合計 9,764,482 9,979,361

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 265,522 241,561

評価・換算差額等合計 265,522 241,561

純資産合計 10,030,004 10,220,923

負債純資産合計 17,435,423 17,756,691
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 9,603,151 10,141,091

売上原価 8,149,270 8,425,540

売上総利益 1,453,881 1,715,551

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 275,387 303,092

給料及び手当 705,671 699,339

賞与引当金繰入額 38,831 36,360

退職給付引当金繰入額 48,343 29,092

役員退職慰労引当金繰入額 11,251 11,056

その他 684,299 721,602

販売費及び一般管理費合計 1,763,784 1,800,545

営業損失（△） △309,903 △84,994

営業外収益

受取利息 1,760 1,918

受取配当金 29,849 32,789

不動産賃貸料 48,479 50,505

保険解約返戻金 21,306 －

作業くず売却益 10,044 15,842

その他 16,693 21,865

営業外収益合計 128,133 122,922

営業外費用

支払利息 25,574 22,228

不動産賃貸費用 23,900 22,352

その他 4,663 4,456

営業外費用合計 54,138 49,037

経常損失（△） △235,907 △11,109

特別利益

固定資産売却益 165 175

投資有価証券売却益 27,663 621

貸倒引当金戻入額 19,831 18,479

退職給付制度終了益 － 156,459

その他 － 153

特別利益合計 47,660 175,888

特別損失

固定資産売却損 13,373 125

固定資産廃棄損 24,072 699

投資有価証券評価損 57,825 190,327

減損損失 7,797 －

その他 623 5,191

特別損失合計 103,691 196,343

税引前四半期純損失（△） △291,939 △31,564

法人税、住民税及び事業税 8,454 8,806

法人税等調整額 △80,412 71,252

法人税等合計 △71,958 80,058

四半期純損失（△） △219,981 △111,623
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 3,584,546 3,639,104

売上原価 3,053,567 3,001,345

売上総利益 530,979 637,759

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 101,343 119,842

貸倒引当金繰入額 8,727 10,441

給料及び手当 235,793 236,521

賞与引当金繰入額 38,831 36,360

退職給付引当金繰入額 16,382 9,339

役員退職慰労引当金繰入額 3,680 3,681

その他 215,825 228,356

販売費及び一般管理費合計 620,583 644,544

営業損失（△） △89,604 △6,785

営業外収益

受取利息 558 996

受取配当金 12,568 14,162

不動産賃貸料 17,362 15,752

保険解約返戻金 21,306 －

作業くず売却益 3,839 5,828

その他 3,733 7,203

営業外収益合計 59,368 43,944

営業外費用

支払利息 8,294 7,052

不動産賃貸費用 7,288 7,450

その他 786 864

営業外費用合計 16,369 15,367

経常利益又は経常損失（△） △46,604 21,790

特別利益

会員権評価損戻入益 2,000 －

会員権貸倒引当金戻入額 － 295

特別利益合計 2,000 295

特別損失

固定資産売却損 25 17

固定資産廃棄損 106 626

投資有価証券評価損 11,811 36,298

その他 55 2,058

特別損失合計 11,999 39,000

税引前四半期純損失（△） △56,604 △16,914

法人税、住民税及び事業税 2,801 3,004

法人税等調整額 △16,242 10,251

法人税等合計 △13,440 13,256

四半期純損失（△） △43,163 △30,170
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業収入 10,362,156 10,853,216

原材料の仕入・外注費の支出 △4,956,805 △5,174,395

人件費の支出 △3,576,608 △3,703,685

その他の営業支出 △1,176,743 △1,270,831

小計 651,999 704,304

不動産賃貸料等の受取額 99,434 94,289

不動産賃貸支出の支払額 △8,619 △8,331

立替金等の支出 △546,539 △688,629

立替金等の回収による収入 533,263 661,763

消費税等の還付額 14,451 10,493

消費税等の支払額 △178,233 △156,054

法人税等の還付額 3,180 2,669

法人税等の支払額 △11,236 △5,798

営業活動によるキャッシュ・フロー 557,699 614,706

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,000 △21,000

有形固定資産の取得による支出 △1,142,191 △121,144

有形固定資産の売却による収入 770 690

無形固定資産の取得による支出 － △1,118

投資有価証券の取得による支出 △135,160 △18,989

投資有価証券の売却及び償還による収入 173,439 14,528

利息及び配当金の受取額 27,021 29,327

その他の支出 △6,960 △2,248

その他の収入 16,322 6,548

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,086,757 △113,405

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 600,000 500,000

短期借入金の返済による支出 △260,000 △460,000

長期借入れによる収入 100,000 200,000

長期借入金の返済による支出 － △144,160

リース債務の返済による支出 △21,665 △28,940

自己株式の取得による支出 － △40

配当金の支払額 △97,337 △96,937

利息の支払額 △32,339 △25,591

財務活動によるキャッシュ・フロー 288,657 △55,670

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △240,400 445,631

現金及び現金同等物の期首残高 1,242,601 869,643

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,002,201

※1
 1,315,274
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
 
 
 

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年12月31日）

１．会計処理基準に関
する事項の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用
第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平
成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用
指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。
これによる損益に与える影響はありません。

 
 

【追加情報】
当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年12月31日）

（退職給付引当金）
当社は、退職給付制度のうち、適格退職年金制度に係る部分について平成22年７月１日から確定拠出年金制度に移行
しております。この移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適
用指針第１号）を適用し、第２四半期会計期間において、156,459千円の特別利益を計上しております。
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【注記事項】
（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※1.有形固定資産減価償却累計額
12,316,105千円

※1.有形固定資産減価償却累計額
11,663,619千円

※2.四半期会計期間末日満期手形
四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、
手形交換日をもって決済処理しております。
なお、当第３四半期会計期間末日は金融機関の休日で
あったため、次の満期手形が当第３四半期会計期間末の
残高に含まれております。

受取手形 63,646千円

※2.
 

 
 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）
前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年12月31日）

※1.現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）
現金及び預金勘定 1,052,201千円
預入期間が３か月を超える定期
預金

△50,000千円

現金及び現金同等物 1,002,201千円

※1.現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在）
現金及び預金勘定 1,386,274千円
預入期間が３か月を超える定期
預金

△71,000千円

現金及び現金同等物 1,315,274千円

 
 
（株主資本等関係）

 
当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12
月31日）

 
１．発行済株式の種類及び総数
普通株式　17,825千株

 
２．自己株式の種類及び株式数
普通株式　　 622千株

 
３．配当に関する事項
(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月21日
取締役会

普通株式 51,607 3.0平成22年３月31日平成22年６月11日利益剰余金

平成22年11月４日
取締役会

普通株式 51,607 3.0平成22年９月30日平成22年12月６日利益剰余金
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（金融商品関係）
 
当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）
 
現金及び預金が、当社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい
変動が認められます。

 四半期貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

現金及び預金 1,386,274 1,386,274 －
（注）金融商品の時価の算定方法

現金及び預金
すべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま
す。

 
 
（セグメント情報等）
【セグメント情報】
当社は、印刷事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
（追加情報）
第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年
３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　
平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）
 
１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額　　583.06円 １株当たり純資産額　　594.15円
（注）１．表示単位未満の端数は四捨五入しております。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 10,030,004 10,220,923

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る四半期会計期間末（事業年度末）
の純資産額（千円）

10,030,004 10,220,923

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期会
計期間末（事業年度末）の普通株式の数（株）

17,202,492 17,202,600

 
２．１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△）　　△12.79円 １株当たり四半期純損失金額（△）　　△6.49円
（注）１．表示単位未満の端数は四捨五入しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
３．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年12月31日）

四半期純損失（△）（千円） △219,981 △111,623

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △219,981 △111,623

普通株式の期中平均株式数（株） 17,202,600 17,202,534
 

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△）　　△2.51円 １株当たり四半期純損失金額（△）　　△1.75円
（注）１．表示単位未満の端数は四捨五入しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
３．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

四半期純損失（△）（千円） △43,163 △30,170

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △43,163 △30,170

普通株式の期中平均株式数（株） 17,202,600 17,202,492
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２【その他】
平成22年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次の通り決議いたしました。
中間配当による配当金の総額・・・・・・・・51,607千円
１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・３円
支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成22年12月６日
（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
   

平成22年２月５日

サンメッセ株式会社
　　取　締　役　会　御中

 

 
 
 
 有限責任監査法人　トーマツ  

  

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社

員  

 

公認会計士　松岡　正明　㊞

  

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社

員  

 

公認会計士　石倉　平五　㊞

 
 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンメッ
セ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第65期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年10
月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に
係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書につ
いて四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か
ら四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー
を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され
る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、サンメッセ株式会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日を
もって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四
半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
   

平成23年２月８日

サンメッセ株式会社
　　取　締　役　会　御中

 

 
 
 
 有限責任監査法人　トーマツ  

  

 
指定有限責任社員
業務執行社員  

 

公認会計士　松岡　正明　㊞

  
 

指定有限責任社員
業務執行社員  

 

公認会計士　淺井　孝孔　㊞

 
 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンメッ
セ株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第66期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年10
月１日から平成22年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に
係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書につ
いて四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か
ら四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー
を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され
る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、サンメッセ株式会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日を
もって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四
半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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